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本
産
高
校
同
窓
会
平
成
元
年
度

通
常
総
会
は
、

去
る
六
月
十
七
日

働
午
後
王
時
よ
り
埼
玉
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
本
座
に
て
開
催
さ
れ
た
。

本
年
度
は
竹
本
腱
三
、

中
谷
幸
次

郎
、

内
野
実
、

二
恩
師
に
ご
出
席

を
賜
わ
り
、

各
地
よ
り
参
集
し
た

会
員
の
熱
心
な
発
雷
が
総
会
を
盛

|‐
‐‐‐‐

'こ
…Ⅲ
,占言
‐‐‐‐

1

攘鞠

り
上
げ
た
。

総
会
終
了
後
の
テ
ィ

ー
パ
ー
テ
ィ
で
は
本
高
卒
の
黒
田

隆
氏
の
ピ
ア
ノ
独
奏
及
び
浦
野
智

行
氏
の
パ
ス
独
唱
と
い
う
格
調
高

い
音
楽
の
雰
囲
気
に
浸
る
こ
と
が

出
来
た
。

結
会
は
立
川
副
会
長
の
会
長
代

行
挨
拶
で
は
じ
ま
り
、

竹
並
副
会

長
議
長
と
な
り
、

議
事
と
し
て

一
、

昭
和
六
十
二
年
度
事
業
報

告
並
び
に
収
支
決
算
報
告

二
、

監
査
報
告

三
、

平
成
元
年
度
事
業
計
画
並

び
に
収
支
予
算
案
承
認

以
上
の
三
件
が
審
議
さ
れ
、

い

ず
れ
も
原
案
ど
お
り
全
会

一
致
で

承
認
さ
れ
た
。

更
に
報
告
事
項
と

し
て
、

神
川
新
支
部
長
及
び
深
谷

新
支
部
長
候
補
者
名
の
発
表
が
あ

り
、

そ
の
あ
と
母
校
校
長
新
藤
格

先
生
及
び
恩
師
を
代
表
し
て
竹
本

腱
三
先
生
よ
り
ご
祝
辞
を
項
き
盛

会
裡
に
終
了
し
た
。

深
谷
支
部

設
立
総
会

開

か

る

平
成
元
年
八
月
十
二
日
伸
午
後

二
時
よ
り
、

お
五
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
深
谷
に
て
、

新
生
深
谷
支
部
設

立
総
会
が
岡
同
窓
会
長
を
始
め
本

部
役
員
並
び
に
隣
接
の
茂
本
肇
岡

部
支
部
長
を
来
賓
に
迎
え
、

深
谷

地
区
の
同
窓
生
約
八
十
名
が
参
集

し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

発
起
人
の
挨
拶
、

経
過
報
告
に

続
き
議
事
に
入
り
、

支
部
長
に
相

中
１９
田
挙
の
浦
水
実
氏
が
選
出
さ

れ
た
。

同
支
部
は
会
員
約
千
八
百

名
を
擁
す
る
強
力
な
支
部
で
、

こ

こ
に
し

っ
か
り
し
た
連
絡
網
が
確

立
し
た
こ
と
は
、

今
後
の
同
窓
会

活
動
に
と

っ
て
計
り
知
れ
な
い
恐

恵
を
も
た
ら
す
も
の
で
ご
同
慶
の

至
り
で
あ
る
。

親
愛
な
る
同
窓
生
の
皆
様
、

益

益
ご
清
祥
に
て
ご
活
躍
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
土
げ
ま
す
。

平
素
、

同
窓
会
活
動
に
つ
い
て

深

い
ご
理
解
と
ご
高
配
を
賜
り
、

右
難
く
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

奉
秋
年
■
回
の
会
報
の
発
行
を
機

に
、

懐
か
し
い
母
校
を
想
い
だ
し

関
心
を
持

っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

甚
に
存
じ
ま
す
。

同
窓
生
の
数
は
、

現
在
二
万
●

千
人
を
超
す
大
世
帯
と
な
り
ま
し

た
。

従

い
ま
し
て
、

同
窓
会
組
織

の
整
備

・
強
化
は
運
営
上
極
め
て

繁
要
な
課
題
と
云
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
応
え
る
べ
く
、

―深谷支部設立総会の光景―

同
窓
会
長
　
岡

本
年
度
深
谷
受
部
の
改
親
設
立
を

お
願

い
し
、

こ
こ
に
地
域
別
支
部

三
十
、

事
業
別
支
部
門
を
数
え
る

こ
と
と
相
成
り
、

本
高
岡
窓
会
の

更
な
る
発
展
が
予
見
さ
れ
ま
す
。

同
窓
会
運
営
の
財
源
と
な
る
会
費

の
納
入
状
況
は
、　

一
九
八
九
年
四

月

一
輝
か
ら
え
用
ｉ
十
日
迄
に
、

終
身
会
策
納
入
者
百
】六
十
六
名
、

年
会
費
納
入
者
百
七
十
九
名
で
す
）

母
校
愛
溢
れ
る
真
摯
な
ご
協
力
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本

年
度
実
行
し
た
顕
著
な
事
業
と
し

て
は
、

九
月
八
日
の
中
高
連
絡
会

祐
　
孝

⌒旧
中
え
阿
）

が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、

同
窓
会

が
媒
体
と
な
り
母
校
本
座
高
校
と

地
元
中
学
校
が
連
絡
協
議
会
を
開

い
て
、

主
と
し
て
進
学
に
つ
い
て

講
り
合
う
場
で
あ
り
ま
す
。

円
を

重
ね
る
に
し
た
が

っ
て
、

逐
年
成

果
が
上
が

っ
て
来
て
お
り
ま
す
。

地
域
社
会
に
と
っ
て
大
変
薯
ば
し

い
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

結
び
に
、

開
窓
生
各
位
の

一
層

の
ご
支
援

，
ご
協
力
を
お
願
い
中

し
上
げ
る
と
共
に
、

客
様
の
ご
発

展
と
ご
多
幸
を
表
心
よ
り
ご
祈
念

申
し
上
げ
て
ご
換
拶
と
致
し
ま
す
。

７
月

８
月

９

月
１０
月

事

業

計

画

平
成
元
年
度

元
年
４
月
　
定
例
役
員
会

５
月
　
定
例
役
員
会

６
月
　
定
例
役
員
会

同
窓
会
会
報

Ｎｏ，
１‐

発
行

通
常
総
会
開
催

定
例
役
員
会

高
校
野
球
応
援

定
例
役
員
会

定
例
役
員
会

中
高
連
絡
会

定
例
役
員
会

Ｐ
Ｔ
Ａ
後
崇
と
の
懇

銀税△ム

Ｈ
月
　
定
例
役
員
会

会
員
レ
ク
リ

ュ
ー
シ

ョ
ン

・２
月
　
定
例
役
員
会

岡
衆
愛
交
玄
離

賊
発
行

２
年

１
用
　
定
例
役
員
会

２
月
　
定
例
役
員
会

支
部
長
会
議

新
年
会

３
月
　
定
例
役
員
会

新
会
長
入
会
式
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囲
碁

・
将
棋
部

（２。
）

特
に
対
外
試
合
に
出
場
…
…
と

い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

部
室
な
ど
で
お
互
い
に
対
戦
し
、

練
習
を
重
ね
て
い
ま
す
。

英

講

部

（２４
）

英
作
文
の
練
習
や
留
学
生
と
の

交
流
、

テ
レ
ビ
を
利
用
し
て
の
学

習
を
重
ね
て
い
る
。

今
後
は
人
前

で
の
御
人
ス
ピ
ー
チ
な
ど
に
も
挑

戦
し
て
い
く
予
定
。

化

学

部

（２‐
）

今
年
は
超
電
導
物
質
の
合
成
に

も
成
功
。

文
化
の
部
で
は
柏
樹
祭

賞
を
授
賞
／
。

部
員
の
士
気
も

一

段
と
高
ま

っ
て
い
ま
す
。

著
喜
出
孟
部

（４‐
）

部
員
も
増
加
し
、

遺
跡
に
関
す

る
資
料
収
集
、

古
墳
の
見
学
、

粧

輪
の
製
作
な
ど
と
充
実
し
た
活
動

を
行

っ
て
い
ま
す
。

茶

道

部

（６‐
）

多
数
の
新
入
部
員
を
迎
え
、

賑

や
か
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

北

志
賀
の
合
宿
で
は
、

ゆ
か
た
の
気

付
け
も
加
え
て
み

っ
ち
り
と
お
点

前
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

写

真

部

（６
）

新
入
生
歓
迎
ハ
イ
ク
校
内
写
真

―

十
月
末
日
現
在

―

展
、

埼
玉
会
館
に
於
け
る
高
写
連

写
真
展
と
研
修
会
、

柚
樹
祭
写
真

展
と
積
極
的
に
活
動
中
Ｇ

書

道

部

（３
）

少
数
な
が
ら
毎
日
練
習
に
励
ん

で
い
ま
す
。

毎
年
数
々
の
率
道
展

に
上
位
入
賞
し
て
お
り
、

レ
ベ
ル

の
高
さ
で
は
県
下
に
名
を
と
ど
ろ

か
せ
て
い
ま
す
。

新

聞

部

（２２
）

部
員
も
三
倍
増
と
な
り
、

「
Ｈ

Ｏ
Ｎ
Ｋ
Ｏ

Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
」
も
ほ
ざ

定
期
的
に
発
行
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

早
く

『本
庄
高
校
新

聞
』

（ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
版
）
の
伝

統
に
た
ち
返
ろ
う
と
、

部
員

一
岡

奮
闘
中
で
す
。

吹
奉
楽
部

（４５
）

定
期
演
奏
会
、

コ
ン
ク
ー
ル
、

楠
構
祭
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
、

演
奏

の
機
会
も
多
く
、

毎
日

一
生
懸
命

練
習
し
て
い
ま
す
。

生

物

部

（３
）

大
久
保
山
で
ニ
ナ
ガ
な
ど
の
観

察
を
し
て
い
ま
す
。

夏
は
メ
ポ
ソ

ム
シ
ク
イ
の
声
を
求
め
て
富
士
出

へ
い
っ
て
き
ま
し
た
。

地

学

部

（２９
）

毎
日
の
太
陽
観
測
を
は
じ
め
、

流
駐
、

気
象
、

地
質
と
多
分
野
に

わ
た
り
地
道
な
筋
究
を
横
み
重
ね

て
い
ま
す
。

夏
休
み
に
は
長
野
で

天
体
観
測
を
行
い
ま
し
た
。

電

気

部

（４‐
）

活
動
の
中
心
は
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ

ト

（
ク
イ
ズ
、

書
楽
演
養
等
の
ブ

ロ
グ
ラ
ム
）
の
制
作
。

余
り
に
も

コ
ン
パ
ク
ト
で
目
だ
た
ず
、

わ
か

り
に
く
い
の
で
す
が
、

そ
こ
に
は

大
変
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
擁
縮
さ
れ

て
い
ま
す
。

図

書

部

（６
）

今
年
度
は
万
棄
集
を
中
心
に
解

め
ぐ
り
な
ど
を
行

い
な
が
ら
活
動

し
ま
し
た
。

少
人
数
な
が
ら
文
化

祭
に
も
研
究
成
果
を
発
表
し
ま
し

た
。

美

術

部

（３３
）

毎
開
放
課
後
絵
画
製
作
を
主
と

し
た
活
動
し
、

作
品
の
発
表
は
文

化
祭
の
他
に
六
月
と
二
月
の
二
回

校
外
外
展
を
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に

於
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、

県
展
、

麓
原
展
等
に
も
多
数
を
出

品
し
て
い
ま
す
。

文

芸

部

（２‐
）

文
化
祭
に
毎
年
壇
例
の
詩
集
を

発
行
。

展
示
は

「
不
思
議
の
国
の

ア
リ
ス
」
を
テ
ー

マ
に
展
開
す
る

詩
を
発
表
。　

一
、

二
年
生
が
力
を

合
わ
せ
で
頑
援

っ
て
い
ま
す
。

硬
式
テ
ニ
ス

（男
子
５‐
）

新
人
戦

（県
北
）
で
シ
ン
グ
ル

ス

一
・
三

・
四
位
を
、

ダ
ブ
ル
ス

で
は
二

。
三
位
を
占
め
、

県
大
会

に
シ
ン
グ
ル
ス
七
名
、

ダ
ブ
ル
ス

四
組
を
送
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

コ
ー
ト
が
不
足
し
て
い
て
練
習
が

十
分
に
で
き
な

い
の
が
悩
み
の
タ

各ヽ
６

硬
式
テ
ニ
ス

（女
子
２。
）

一　

８
月
に
行
わ
れ
た
新
人
戦
で
は

予
想
を
だ
い
ぶ
下
回

っ
た
成
絞
で

終
り
、

県
大
会
出
場
者
が
替
無
で

し
た
。

柔

道

部

（男
子
１６
）

現
在
、

３
学
年
が
引
退
し
、

部

員
の
数
も
少
な
く
な
り
、

練
習
に

も
書
労
し
て
い
ま
す
。

土
躍
な
ど

は
北
校
に
行

っ
て
合
日
練
習
な
ど

を
行
い
、

基
本
的
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。

水

泳

部

（男
女
１９
）

県
北
大
会
で
は
入
賞
者
が
多
数

で
ま
す
が
、

県
大
会
は
レ
ベ
ル
が

高
く
、

入
賞
で
き
な
い
の
が
残
念

で
す
。

部
良
は
本
み
を
楽
し
み
な

が
ら
練
習
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

ス
キ
ー

部

窮

女
じ

初
心
者
か
ら
中

・
ｌｉ

級
者
ま
で

色
々
で
す
が
、

関
東
大
会
、

イ
ン

タ
ー
ハ
イ
、

団
体
を
日
指
し
て
毎

ロ
ト
レ
ー
エ
ン
グ
に
励
ん
で
い
ま

す
。

冬
場
、

遠
征
が
多

い
た
め
勉

強
が
選
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
が
、

頑
張
り
ま
す
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

（女
子
１８
）

人
数
の
関
係
で
す
ぐ
レ
ギ

ュ
ラ

ー
に
な
れ
て
し
ま
う
せ
い
か
、

公

式
戦
で
は
な
か
な
か
勝

て
ま
せ
ん

少
し
ず

つ
レ
ベ
ル
は
止
が

っ
て

い

ま
す
。

な
る
べ
く
早
く
県
レ
ベ
ル

で
戦
え
る
チ
ト
ム
に
し
た

い
で
す
！

体

操

部

（男
子

１０
）

一
年
生
が
５
転
人
部
、

全
員
体

操
末
経
験
者
。
５
用
進
休
の
合
行
、

夏
合
倍
と
早
く
も
合
併
練
習
を
二

域
体
験
（．

熱
心
に
練
習
を

こ
な
し

て
い
ま
す
。

県
大
会

で
は
、

総
合

９
位
で
し
た
。

中
学
校
で
体
操
部

が
も

っ
と
あ

つ
た
ら
と
常
々
思

っ

て
い
る
。

体

操

部

（女
十
▼
）

昨
年
あ
た
り
か
ら
、部

輿
の
「試

合

に
向
け
て
練
習
し
よ
う
」
と

い

う
気
力
が
充
分
う
か
が
え
る
。

中

心
は
２
年
生
部
員
、　

一
年
生
も
８

宅
人
部
、

熱
心
で
あ
る
．

夏
合
宿

や
，大

学
か
ら

コ
ー
チ
を
呼
び
盛
り

土
が

っ
た
。

卓

球

部

（男
女
１６
）

春

の
県
北
大
会
で
は
、

団
体
、

ダ
ブ
ル
ス
が
男
女
共

に
３
位
入

男
女
全
樋
用
県
大
会
換
場
を
来
た

し
、

鷺
気
揚
揚
と
し
て
練
習
に
励

ん
で
い
ま
す
。

新
人
戦
の
活
躍
を

期
待
し
て
下
さ
い
。

共
呈
山

部

（男
女
７
）

年
間
２。
日
程
の
出
行
。

北
ア
ル

プ
ス
、

尾
瀬
、

谷
川
岳

、
飯
盤
山
、

奥
秩
父
等
．

他
に
学
従
大
会

に
参

加
。

軟
式
テ
エ
ス
部

（男
女
３３
）

男
子
県
北
新
人
戦
団
体
戦
に
於

て
久
し
ぶ
り
に
決
勝
ま
で
進
出
し

ま
し
た
。

決
勝
戦
で
は
熊
谷
高
校

と
対
戦
し
、

情
し
く
も
１
１
２
で

負
け
ま
し
た
。

女
子
も
団
体
戦
で

お
腺
し
、

県
大
会
に
進
出
し
ま
し

た
。

サ
ッ
カ
ー
部

（３８
）

公
式
戦
、

練
習
試
谷
、

詔
待
試

合
と
た
く
さ
ん
の
試
令
を
こ
な
し

な
が
ら
力
な

つ
け
て
き
て
い
ま
す
。

最
近
は
地
域
の
サ
ッ
カ
ー
の
中
心
！

と
し
て
も
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
部

（男
■
２６
）

顧
問
が
バ
ス
ケ
ッ
ト
経
験
な
じ

で
す
が
、

練
習
、

試
谷
す
べ
て
生

徒
の
力
で
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

部

活
動
に
も
勉
強
に
も
ま
じ
め
に

一

生
懸
命
取
り
納
む
者
た
ち
ば
か
り

で
、

県
大
会
を
目
指
し
て
い
ま
す
．

バ
ス
ケ
ッ
ト
部

（女
子
２８
）

一
年
生
が
大
量
１４
名
入
期
し
、

お
気
が
で
て
き
た
。

県
北
大
会
で

は
本
庄
女
■

・
兄
五
な
ど
シ
ー
ド

校
を
連
覇
し
て
準
優
勝
し
た
せ

今

後
は
県
大
会
で
も
適
用
す
る
力
を

・

っ
け
、
１．

位
進
出
を
め
ざ
し
て
頑

張
り
た
い
。

バ
レ
ー
ボ
ー

ル
部

（男
子
８
）

練
習
試
合
や
部
段
の
練
習
を
横

み
最
ね
、

徐
々
に
力
を
付
け

つ
つ

あ
る
。

Ｈ
用
の
秋
季
大
会
、

２
月

の
新
人
大
会

に
向
け
て
少
人
数
な

が
ら
努
力
し
て
い
る
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

（女
子
２７
）

関
東
大
会
予
選
県
北
ベ
ス
ト
４
、

県
体
出
場
、

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選

県
北
ベ
ス
ト
８
、

日
体
予
選
県
北

ベ
ス
ト
８
ゅ

現
在
、

チ
ー
ム
も
新

人
に
切
り
群
え
、

新
人
戦
上
位
進

出
を
目
指
し
、

毎
日
練
習
に
励
ん

で

い
ま
す
ぐ

ポ
ク
シ
ン
グ
部

（男
子
１５
）

第
４４
阿
団
体
ボ
ク
シ
ン
グ
で
、

埼
玉
県
チ
ー
ム
は
念
願
で
あ
る
総

合
優
藤
を
来
た
し
、

フ
ラ
イ
級
で

出
場
し
た
倉
林
藤
也
選
手
は
準

々

〔
三
面

へ
続

く

〕
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子
供
が
お
世
話
に
な

っ
て
お
り

母
綾
を
訪
れ
る
機
会
が
多
く
な
り

重
〇
年
前
を
懐
し
み
な
が
ら
も
、

当
時
の
様
相
が

一
変
し
て
し
ま

っ

た
さ
ま
に
目
を
見
張

っ
て
な
が
め

て
お
り
ま
す
。

大
正
年
間
の
特
色
を
そ
の
ま
ま

伝
え
た
本
造
液
舎
卜
旧
講
堂
に
は

大
き
な
モ
ノ
ク
ロ
テ
レ
ビ
が
備
え

ち
れ
、

日
本
を
開
催
地
と
し
て
く

り
ひ
み
げ
ら
れ
て
い
た
ア
ジ
ア
大 と

を
の
流
れ
の

中

に

も

石

田

統

寛
（蔦

釜

会
に
熱

い
声
援
を
お
く

っ
た
こ
と

現
在
の
格
技
霊
は
当
時
の
近
代
技

術
に
支
え
ら
れ
、

つ
ち
立
高
ら
か

に
新
築
途
上
、

た
し
か
西
鉄
ラ
イ

オ
ン
ズ
（現
題
武
）が
巨
人
に
二
連

敗
の
後
、

奇
跡
の
四
連
勝
を
成
し

遂
げ
「神
さ
ま
、

仏
さ
ま
、

稲
尾
さ

ま
」
と
細

い
目
を
ト
レ
ー
ド
マ
ー

ク
に
サ
イ
ち
ゃ
ん
の
愛
称
で
親
じ

ま
れ
た
鉄
腕
稲
尾
が
出
現
し
た
の

も
こ
の
頃
で
し
た
。

グ
ラ
ン
ド
の
東
側
を
南
北

に
賞

く
桜
並
本
が
，
い
つ
の
間
に
か
西

側
の
い
ち
ょ
う
が
取

っ
て
か
わ

っ

た
光
景
に
も
と
き
の
流
れ
を
感
じ

ま
す
。

県
北
の
雄
と
し
て
質
笑
剛

健
を
旨
と
し
た
校
風
は
、

こ
の
受

験
戦
争
の
ま
っ
た
だ
中
で
居
ご
こ

ち
の
よ
い
楽
し
い
学
生
々
活
と
し

て
形
を
替
え
て
受
け
継
が
れ
て
い

ま
す
。

そ
ん
な
体
質
を
い
ぶ
か
じ

が
る
先
輩
や
父
見
も
あ
る
よ
う
で

す
が
、

失
敗
し
て
も
長
い
人
生
、

い
つ
の
時
か
自
分
を
悔

い
、

そ
れ

を
バ
ネ
に
、

さ
ら
に
想

い
出
を
糧

に
立
ち
上
が
る
パ
ワ
ー
の
あ
る
後

輩
た
ち
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
て
、

桜
が

い
ち

ょ
う
に
変
わ

っ
て
も
、

本
高

の
シ
ン
ボ
ル
は

一
つ
で
す
。

⌒円
心
寺
住
機

本
高
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
典
）

〔
二
面
か
ら
続
き
〕

決
勝
で
惜
敗
し
、

第
５
位
に
入
賞
◇

イ

ン
タ
ー

ハ
イ
で
は
バ
ン
タ
ム
級

で
第

３
位
入
賞
。

野

球

部

窮

子
翌

部
員
数
も
増
え
グ
ラ
ン
ド
に
活

気
が
出

て
き
た
。

創
立
７。
周
年

に

向
け
て
、

闘
志
あ
る
野
球
を
身
上

に
精

一
杯

の
努
力
と
根
性
で
念
願

で
あ
る
甲
子
図
出
場
を
勝
ち
と
り

た
い
。

陸
上
競
頼
部

（男
女
３‐
）

３
年
生

（西
村
　
繁
）
が
〓
段

跳
び
で
北
関
東
大
会
出
場
。

県
新

人
陸
上
大
会
に
向
け
て
、

猛
線
習

を
し
て
い
ま
す
。

高
校
駅
伝
な
ど
で
も
、

近
年
に
な

く
選
手
が
そ
ろ
っ
て
い
る
の
で
、

上
位
人
賞
を
ね
ら

っ
て
い
ま
す
。

新年懇親会

と き  2月 17周t19 年後
ところ 本 産市 ・五州園

支部長会議 午 後 4時

懇 親  会  年 後 5時

会 安  3,000円

申 込  1月 25日迄岡窓会
事務所に申込んで

ドさい。

平成2年度総会
と き  6ナ1161!1(い

午後 3時

ところ 本 産市埼玉グラン

ドホテル

総会、記念音楽会、親睦会
綱睦会  (希 望者)

会貸 3,000,Ii

支

部

役

員

，

（支
部
長
）

本
庄
連
合
　
立
川
　
大
作

中
９

宮

　

本
　
案
村
　
幾
男
　
中

１６

泉

　

町
　
竹
並
栄

一
部

い
中

２

仲
　
　
町
　
中
期
　
縮

一　

中

１９

■

　

町

境
野
　
　
登

一品
２

七

軒

町
　
町
隠
　

一
徳
　
一申門
５

本

　

町
　
鈴
木
　
溝
刊
　
中
２‐

ム
”
　

町
　
松
本
　
敬

一　

定
１

照

　

若
　
飯
野
　
利
衛

中

１９

南

本

町
　
村
田
敬
次
郎

中

２２

米

　

広
　
坂
本
　
敬
信

中

姥

諏
　
　
訪
　
井
土
　
畠
幸
　
中

２２

朝

日

町

肉
怒

　

明

寸
督

藤
　
　
踏
　
荻
野

　

満
　
中
８

仁
　
　
手
　
橋
本
　
　
瀬
　
中
２。

旭

　

　

一皮
堺
　
泰
利
　
中

３

北

　

泉
　
円
倉
　
義
久
　
中

１１

今
　
　
井
　
岡
芹
鶴
九
郎
　
中
Ю

児

　

玉
　
悲
口
附
　
建
治
　
一品
２

美

　

里
　
春
山

　

一
イ
一　
高
３

神
　
　
川
　
一戸
谷
　
久
衛
　
中
３

神

　

泉
　
新
井
　
従
倍
　
中
怖

上

　

里

寄

　

居

岡

　

部

深

　

容

熊

　

谷

県
庁
県
南

伊

勢

崎

新

　

町

東

　

一承

本
庄
市
役
所

ユ
ー

ザ
イ

沖

電

気

教

職

典

荒
井
寓
次
雅
　
中
１１

朝
比
奈
利
雄

中
９

茂
本

　

肇
　
中
１４

清
水
　
　
賃
　
中
１９

西
村
　
茂
雄
　
中
１７

れ
橋

英
ｉ
　
中
２。

小
此
本
養

一　
中
２３

山
由
　
声！二‥
　

中
１４

再
開
　
一ｉ
郎
　
中
４

黒
脚
　
避
雄
　
定
２

春
Ｈ
　
伸
様

高
５

小
沢
　
徹
之
　
高
靖

卜
部

義
典

一凸
１
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B量醤

無
勤
納
入
者
芳
名

盆
維
翌

平
成
１
・
４
・
１
～
平
成
１
・
＝
・
３０

中
１７
　
星
　
慶
岳

中
１９
　
清
水
　
賛

・
真
下
　
章

中
２。
　
飯
島
昭
二

・
芝
崎
　
健

中
２２
　
中
庭
照
善

女
打
　
小
森
谷
溝
江

題
１
　
福
島
聖
二

・
横
堀
通
利

高

２
　
須
永
キ
ヨ
子

・
亀
田
登

一

案
原
泰
治

，
関
口
謙

一
・
中
島
省

書

・
早
野
糞
知
男

・

高
３
　
荒
井
稀
索

・
新
井
静
司

・

伊
藤
久
雄

・
大
野
木
哲

・
案
田
攻

雄

・
松
尾
光
子

・
境
野
広
子

・
山

田
直
子

・
清
水
朝
子

・
高
橋
富
貴

男

・
田
中
和
雄

・
大
野
本
美
懸
子

三
友
敏
男

・
出
下
　
巌

・
須
藤
茂

高
４
　
村
田
構
子

。
大
野
み

つ
江

柳
沢
幸
代

，
久
米
柱
子

・
岡
田
保

夫

・
尾
崎
武
之

・
久
保
田
賢

一
・

出
中
玲
子

・
小
岩
井
実

・
塚
越
京

子

・
坂
上
良
樹

・
塩
原

一
部

・
山

岸
悦
子

・
清
水
陽
太
郎

・
関
口
て

い
子

・
関
日
　
舞

・
高
柳
和
子

・

題
島
　
誠

・
福
地
健
太
朗

薦
５
　
阿
佐
美
勲
平

・
小
営
業
子

金
井
久
夫

・
薬
田
多
聞

・
黒
沢
武

夫

・
藤
野
綾
子

・
島
田
孝
三

・
清

水
　
彰

・
荒
井
節
子

・
田
島
徳
作

石
川
千
年

・
蓮
沼
幸
夫

・
林
　
宗

音

・
伊
藤
八
重
子

・
野
坂
直
子

・

三
浦
正
英

・案
原
久
子

・森
醸
英

一

高
６
　
小
茂
田
恭
郎

”
安
井
節
子

亀
山

ハ
ツ
エ

・
用
瀬
　
孝

・
小
泉

綾
子

，
潜
井

一
部

・
佐
多
君
子

・

長
谷
川
重
信

・
竹
本
正
子

・
宮
関

麗
子

・
富
田
浩
郷

。
永
瀬
久
恵

・

橋
本
ト
ク
子

・
根
岸
信
太

・
原
田

秀
子

・
福
島
治
子

・
黒
沢
恵
美
子

水
本
と
よ
子

・
島
崎
春
子

高
７
　
新
井
澄

夫

・
石
川
陽
二
郎

井
上
す
み
子

・
岩
本
ち

い
子

・
小

林
紀
子

・
長
山
富
襲
枝

・
森
　
京

子

・
荒
本
富
佐
子

・
清
水
保

一
・

松
本
遣
子

・
田
島
千
三

・
松
本
正

己

・
小
林
和
子

・
森
　
政
雄

・
山

田
　
了

高
８
　
井
上
　
久

・
梅
林
政
司

・

藤
崎
　
剛

・
渋
沢
勝

一
・
関
根
弘

道

・
河
田
キ
ミ
ヨ

・
西
沢
照
美

・

中
村
仙
之
助

・
佐
藤
値
永
子

・
出

岸
聖
子

・
丸
出
　
修

・

高
９
　
田
部
愛
子

・
加
藤
道
樹

■

小
沢

ヨ
ネ
子

。
四
方
田
智
津
子

・

川
合
　
功

・
久
保
英
光

・
菜
原
俊

雄

，
坂
上
貞
夫

・
相
原
静
子

，
安

藤
八
壷
子

・
高
山
悦
子

・
春
山
麗

二

・
寺
本
美
知
枝

高
神
　
丸
出
良
子

・
伊
東
尊
司

，

小
暮
栄
治

・
小
安
洋
子

・
小
柳
喜

政

・
山
田
　
稔

・
都
丸
茂
二

・
中

沢
幸
雄

。
増
田
圭
子

・
浅
日
経
子

原

田
洋
輔

高
１２
　
新
井
行
雄

高
１５
　
鳴
田
留
美
子

高
３４
　
圭
中
野
貴
志

定
２
　
相
川
六
郎

・
鈴
木
二
苦

・

須
藤
達
朗

定
３
　
内
閣
寛

一
・
増
野
　
忠

。

石
川
富
枝

定
４
　
織
茂
　
明

・
永
野
　
栄

・

藤
井

一
雄

定
５
　
笠
本
達
朝

一
本
村
利
男

・

小
林
勝
治

定
７
〔

橋
本
　
実

・
堀
地
値
権

，

町
田
　
守

定
８
　
日
向
　
進

定
９
　
飯
島
徳
三

・
高
柳
弘
子

・

塩
原
喜
平

・
高
月
　
昇

・
渡
辺
俊

彦高
３８
　
中
島
栄

一
。

小
柳
　
徹

・

失
島
史
章
　
　
　

≡

高
３９
　
長
竹
雅
子

・
小
暮
正
之

・

根
岸
英
志

・
萩
原
　
徹

高
４。
　
高
縮
小
織

・
福
島
大
輔

特
別
寄
付
　
中
７
　
一向
橋
美
典

特

別

芳

名

昭
和
３４
・
３
卒
～
４３
・
３
率
迄

今
回
は
高
＝

・
定
１０

・
別
７
～
高
郷

・
定
１９

・

別
１１
ま
で
の
方
金
員
に
会
報
を
送
り
ま
す
の
で

会
費
納
入
者
も
そ
の
間
全
員
を
掲
載
し
ま
す
。

高
Ｈ

飯
畠
英
夫
　
萩
原
　
昭
　
入
　
和
男

北
原
俊
子
　
北
川
　
茂
　
本
村
ち
よ

小
暮

一
弘
　
小
率
紀
美
子

粕
谷
桂
子

重
野
光
行
　
天
日
輩
志
手

西
村
ツ
ネ
子

関
根
義
夫
　
塩
原
筋
代
　
江
原
節
子

常
本
牧
司
　
太
聞
和
子
　
沼
田
節
子

野
田
邦
雄
　
深
町
和
男
　
福
島
　
豊

星
野
三
鮮
　
小
林
明
子
　
川
囲
悦
子

田
端
晴
江
　
富
関
　
一死
　
松
題
淳
子

柳
　
紀
雄
　
細
野
房
江
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